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秋は豊作になるといいな

photo　平沼小学校児童が田植え

Information

＜健康＞
「麻しん風しん予防で世界一」
　石久保翔太くんの応募した作品が麻しん風しん予防
接種推進キャッチコピーに選ばれました

六ヶ所村～七戸十和田駅間
シャトルバスの試験運行を実施します
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今後の進路を広い視野で
六高で全校生徒の進路ガイダンス

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 178 人）で５月 28 日、全
校進路ガイダンスが行われました。このガイダンスは、生徒た
ちのキャリアプランニング能力を高めることが目的。生徒たち
は進学・就職希望など３つのグループに分かれ、代々木ゼミナー
ル仙台校の講師や村内企業の代表などから大学合格に向けた留
意点や求められる社会人などについて講義を受けました。
　３年の進学希望者には、前田済教頭が『大学側が求める生徒
像』について講義。推薦入試には、興味と知識をもって臨んで
ほしいと説明し、生徒たちは熱心にメモをとっていました。
　柴垣校長は「生徒たちには広い視野をもってほしい。将来ど
うしたいのか、この地域でどう生きるか考えてもらいたい」と
話していました。大学合格に向けて講演する高橋健二代々木ゼミナール仙台校講師

保護者対５・６年生の綱引き（平沼小）

和食料理に興味もって
外国人対象に和食料理教室

　外国人を対象とした和食家庭料理教室が５月 28 日、国際教
育研修センターで実施されました。
　この教室は、外国人が和食料理に興味を持つことで地域住民
との交流を深め、母国でも気軽に家族や友人へ振る舞ってほし
いという目的で企画されました。
　受講者は 10 人で、メニューは受講者から要望のあった「天ぷら、
かき玉汁、浅漬け」の３品。講師の食生活改善推進員の説明を興
味深く聞き、飾り切りや揚げ物など手際よく調理していました。
　受講したイタリア人のライラ・プルネリさんは「日本の料理
は手順の進め方がきれいで面白かった」フランス人のダニエル・
ノエさんは「フランスでもリンゴなどのフルーツを天ぷらにす
るが、野菜を揚げたのは初めて。調理法が新鮮だった」と話し
ていました。

「最後まで一緒に楽しもう」「思い出に残る運動会に」	
倉内・平沼小学校で最後の運動会

　倉内小学校（木村文則校長、児童 33 人）と平沼小学校（鈴
木浩校長、児童 53 人）の最後の運動会が５月 20 日、晴天のもと、
開催されました。
　２校は平成 25 年度に統合され、新しく六ヶ所村立南小学校
となるため、この日が最後の運動会となりました。

　倉内小学校は『つき進め　倉内の未来に向かって―みんなの
笑顔と地域のきずなで―』をスローガンに、児童と地域住民が
一緒になって競技を楽しみました。
　木村校長は「学校やお世話になった方々に感謝しながら、最
後の運動会を一緒に楽しみましょう」とあいさつ。徒競走では
走る前に児童が一人ずつ紹介され、会場に応援する保護者の声
が響いていました。
　赤組団長の尾ヶ瀬竜汰くんは「チームのみんなで協力して、
優勝したいと思っていました」、白組団長の湯瀬大夢くんは「最
後の運動会なので、優勝目指して精一杯がんばりました」と話
していました。

　平沼小学校は『平沼小学校最後の大運動会～ 136 年間の思いを
心に～』をテーマに開催されました。運動会では六ヶ所村消防団
第２分団（小泉勉分団長）が消防操法やまとい振りを披露。色と
りどりかつらや衣装を身に付けたＰＴＡによる津軽じょんがら節
＆ねぶたなど、地域住民が参加し、運動会を盛り上げました。
　鈴木校長は「長い歴史を持つこの小学校が無くなるのは寂し
いが、子どもたちと触れ合って、皆さんの思い出に残る運動会
にしてもらいたい」と話していました。
　白組団長の成田雛乃さんは「私は最後の卒業生なので、団長
らしくみんなをまとめたい」、赤組団長の中岫龍太郎くんは「今
までの運動会が楽しかったので、南小になっても楽しい運動会
になっていればいい」と話していました。

和食料理教室の様子

＊２校の運動会の写真をロックＴＶ（７月放送分）で紹介しますのでぜひご覧ください

技能走では「ありがとう倉内小学校」のパネルを掲げ
学校に感謝した

田植えを通して地域を学ぶ
平沼小児童たちが田植え体験

　平沼小学校（鈴木浩校長）の児童と保護者が６月２日に、平
沼地区で田植え体験を実施しました。
　この体験は、今年のＰＴＡ行事目標で決めた「親子で楽しも
う」に基づき、緑化委員会で企画し、実施されました。
　児童たちは、はだしでの感触に楽しそうに声をあげてはしゃ
ぎながら、手に持った苗を田んぼに張られたラインに沿って一
生懸命植えていました。田植え作業後、小学校で保護者の作っ
た「こびり（農作業の休憩時に食べる食事）」の温かい豚汁が
振る舞われると、おいしそうに頬張っていました。
　鈴木校長は「子どもたちに本物の体験をさせたかった。この
体験で田植えから脱穀までの米作りを学び、地域の特色を知っ
てほしい」と話していました。楽しそうに田植えをする児童たち

　第 18 回六ヶ所村バレーボール教室が６月９日、六ヶ所村立
総合体育館で開催され、村内外の小中学校の児童生徒 75 人が

「日立リヴァーレ（茨城県ひたちなか市）」の選手から実技指導
を受けました。
　和気あいあいとした雰囲気の中、選手たちにトスやレシーブ
の基本動作などを教えてもらうと、参加者たちは真剣な表情で
指導を受けていました。
　参加した泊中学校の中村日香莉さんは「教えてもらったバ
レーの基礎を土台にし、これからの練習に生かしていきたい」、
第二中学校の前田はる菜さんは「選手に間近で教えてもらい、
ためになったし、とてもうれしい」と話していました。
　この教室は、優れた技能・技術に触れ、競技力の向上を図る
ことを目的に毎年開催されています。

今後のバレーに生かしたい
六ヶ所村バレーボール教室が開催

日立リヴァーレの選手㊧からレシーブ指導を受ける児童たち
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村在住外国人が田植えを体験
秋の豊作を願って

【襄
ヤンヤン

陽郡にある洛
ナ ク サ ン サ

山寺にある建物】
㊤海辺にある仏殿「紅蓮庵（ホンリョナ
ム）」。床から下をのぞくと海が見えます
㊧高さ 16 ｍの「洛

ナ ク サ ン サ

山寺海水観音像」
は、韓国の三大観音聖地として有名

泥だらけになりながら一生懸命植えました

六ヶ所トピックス

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

優勝めざして紅白競り合う
第 35 回六高体育祭開催

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長）の体育祭『竜
りゅうこあいうつ

虎相博』が６月 15 日、
同校のグラウンドで開催され、紅白が熱戦を繰り広げました。
　今年は定番の 100㍍走や、むかでリレーなど 11 種目の他「ニ
コイチ」や「ドラゴン・ドーナツ」など新種目が盛りだくさん。
３人１組の騎馬戦「バニーハント☆」では、頭に付けたうさぎ
の耳を奪い合う一騎打ちが繰り広げられました。
　また、注目の応援合戦では「応援はみんなが楽しむことを一
番に考えた」（高橋悠也白組応援団長）、「応援合戦のキーワー
ドは『団結』」（久保丈太郎紅組応援団長）と両者意気込みは十
分。どちらも創意工夫のコミカルなダンスで笑いを誘いながら
も、迫力の声を響かせ大いに盛り上げました。盛況だった体育
祭は白熱した戦いの末、紅組が総合優勝に輝きました。15 人対 15 人でタイヤを奪い合う『ドラゴン・ドーナツ』

母子および寡婦の福祉向上へ
母子寡婦福祉会が要望書を提出

　六ヶ所村母子寡婦福祉会（米田敏子会長、会員 30 人）の米
田会長と松本セキ副会長が６月 12 日、村長室を訪れ、母子寡
婦福祉対策について要望しました。
　米田会長は古川健治村長に『母子家庭の母が安心して子育て
と仕事の両立ができるよう保育所や放課後児童クラブの利用時
間および病児・病後児保育の充実など、子育て支援施設などの
充実を図ってほしい』など５件を要望。
　米田会長は「今後は新しい会員を増やし、もっと幅広い活動
をしたい」と話していました。
　同団体は現在 30 人の会員で活動しており、青森県母子寡婦
福祉連合会の行事への参加や研修会などを実施しています。

古川村長㊧へ要望書を提出する米田敏子会長㊨

観光振興の功績認められ
及川次夫氏　観光功労を表彰される

　六ヶ所村観光協会（会員 111 人）の及川次夫会長が、５月
28 日、公益社団法人青森県観光連盟から、観光功労者として
表彰されました。
　及川会長は平成９年に観光協会役員に就任以来、長年にわ
たって、村の基幹的イベントである『たのしむべ！フェスティ
バル』や『ろっかしょ産業まつり』において実行委員長、会長
として運営に携わり観光客の増加に貢献しました。観光振興に
顕著な功績が認められたものです。
　及川会長は「このたびの受賞は会員の皆さま、特に実行委員
のご協力とご尽力によるものであり、これまで以上に村の観光
振興に努めてまいりたい」と話していました。

観光功労章を授与された皆さん（左下　及川次夫氏）

　

毎
年
恒
例
の
『
六
ヶ
所
村

在
住
外
国
人
の
田
植
え
を
体

験
し
よ
う
の
会
』
が
６
月
３

日
、「
い
っ
こ
庵
（
戸
鎖
地

区
）」
近
く
の
田
ん
ぼ
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

イ
ー
タ
ー
関
係
の
研
究
で

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス
ペ
イ

ン
か
ら
六
ヶ
所
村
を
訪
れ
て

い
る
研
究
者
、
国
際
学
級
の

教
師
と
そ
の
家
族
な
ど
25
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
日
差
し
が
強
す
ぎ

ず
、
絶
好
の
田
植
え
日
和
。

大
人
も
子
ど
も
も
は
だ
し
で

田
ん
ぼ
に
入
り
、
顔
も
お
尻

も
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
一

生
懸
命
田
植
え
に
挑
戦
。「
も

っ
と
間
隔
が
狭
く
て
も
い
い

よ
」「
こ
こ
も
植
え
て
い
い

の
？
」
と
田
植
え
を
手
伝
っ

た
戸
鎖
地
区
の
住
民
と
身
振

り
手
振
り
で
楽
し
そ
う
に
交

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
「
戸
鎖
手
打
ち

そ
ば
愛
好
会
（
木
村
せ
つ
子

会
長
）」
が
振
る
舞
っ
た
手

打
ち
そ
ば
、
田
植
え
餅
や
混

ぜ
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
歓
談

し
ま
し
た
。

　

今
回
植
え
た
米
は
、
秋
の

稲
刈
り
体
験
で
収
穫
す
る
予

定
で
す
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
裕
喜
で
す
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
へ
派
遣
さ
れ

て
、
早
く
も
２
カ
月
を
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
文
化

や
風
習
、
言
葉
の
違
い
な
ど

で
四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
す

が
、
前
向
き
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
韓
国
文
化
の
中
で

大
き
な
違
い
を
一
つ
上
げ
る

と
す
る
な
ら
、
暦
が
違
う
と

い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
暦
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
が
通
常
用
い
て
い
る
太
陽

暦
で
は
な
く
、
旧
暦
の
太
陰

暦
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
職

場
や
普
通
に
生
活
す
る
上
で

は
太
陽
暦
で
す
が
、
正
月
や

お
盆
、
祭
日
や
祝
日
に
関
し

て
は
旧
暦
を
用
い
た
も
の
が

多
く
、
年
に
よ
っ
て
は
昨
年

と
日
付
が
異
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
祝
祭
日
の
中

に
、
旧
暦
の
４
月
８
日
（
今

年
の
５
月
28
日
）
の
釈
迦
誕

生
日
（
ソ
ッ
カ
タ
ン
シ
ン
イ

ル
）
と
い
う
祝
日
が
あ
り
ま

す
。
旧
暦
の
４
月
８
日
は
名

前
の
と
お
り
、
お
釈
迦
様

が
誕
生
し
た
日
と
さ
れ
て

お
り
、
韓
国
全
土
の
お
寺

で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
り
、
町
中
に
誕
生
日

を
祝
し
た
提
灯
が
飾
ら
れ
、

洛ナ
ク
サ
ン
サ

山
寺
と
い
う
お
寺
で
は
記

念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
洛ナ

ク
サ
ン
サ

山
寺
は
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
の
観
光
地
で
も
あ
る
た

め
、
多
く
の
方
が
参
拝
に
訪

れ
て
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
韓
国
に
は
儒
教
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
は
宗
教
で
は
な
く
道

徳
の
教
え
で
す
。そ
の
た
め
、

韓
国
の
人
に
宗
教
に
つ
い
て

質
問
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

答
え
が
仏
教
か
キ
リ
ス
ト
教

で
す
。
儒
教
を
信
仰
宗
教
と

答
え
る
人
は
あ
ま
り
い
ま
せ

ん
。
儒
教
は
宗
教
と
し
て
信

じ
る
も
の
で
は
な
く
、
韓
国

の
道
徳
と
し
て
信
じ
て
い
る

人
が
圧
倒
的
で
す
。

　

儒
教
の
教
え
に
つ
い
て

は
、『
孝
』
を
重
ん
じ
る
傾

向
が
あ
り
、
目
上
の
人
を
尊

重
し
ま
す
。
実
際
に
こ
の
教

え
は
人
々
の
生
活
に
深
く
浸

透
し
て
い
て
、
バ
ス
や
電
車

内
で
は
ど
れ
だ
け
混
ん
で
い

て
も
必
ず
席
を
譲
る
な
ど
、

他
人
で
あ
っ
て
も
年
配
の
人

を
大
切
に
す
る
精
神
は
日
本

よ
り
も
強
く
感
じ
ら
れ
、
私

自
身
、
学
ぶ
点
が
多
い
な
と

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。
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⑤
飲
酒
後
の
遊
泳
は
絶
対
に

し
な
い

■
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転

す
る
皆
さ
ん
へ

　

全
国
的
に
水
上
オ
ー
ト
バ

イ
の
事
故
が
増
え
て
い
ま

す
。
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で
の

海
水
浴
場
へ
の
乗
り
入
れ
や

遊
泳
者
へ
の
接
近
は
、
衝
突

事
故
の
危
険
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
小
型

船
舶
操
縦
士
の
免
許
が
必
要

で
す
。

■
期
間　

７
月
21
日
土
～
７

月
31
日
火
の
11
日
間

■
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
道
路
を
歩
い
て
い
る
子

ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
そ
の
動
き
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
減
速
・
徐
行

す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
（
特
に
、
自
転
車
安
全
利

用
五
則
の
周
知
徹
底
）

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

❶
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
除
外

❷
車
道
は
左
側
を
通
行

❸
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車

道
寄
り
を
徐
行

❹
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

❺
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用

　

自
転
車
に
は
反
射
材
を
取

り
付
け
、
走
行
中
は
ラ
イ
ト

を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

で
す
。
飲
酒
・
暴
走
運
転
の

危
険
性
や
結
果
の
重
大
さ
を

十
分
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

７
・
８
月
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
子
ど
も
の
交
通
事

故
、
レ
ジ
ャ
ー
や
夏
祭
り
に

伴
う
交
通
量
の
増
加
や
気
の

緩
み
、
飲
酒
・
暴
走
運
転
に

よ
る
重
大
な
交
通
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
利
用
者

や
歩
行
者
の
皆
さ
ん
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、ま
た
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、

警
察
官
Ｂ
の
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。
採
用
予
定
人
員
、

受
験
資
格
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
受
付
期
間

７
月
23
日
月
～
８
月
31
日
金

■
第
一
次
試
験

９
月
23
日
日

■
試
験
場
所

青
森
市
、
八
戸
市
、
弘
前
市

■
採
用
予
定
人
員

警
察
県
Ｂ　

男
女
（
未
定
）

■
受
験
資
格　

昭
和
55
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。 

た
だ
し
、
警
察
官
Ａ
の
受
験

資
格
を
有
す
る
人
を
除
く

　

警
察
官
Ｂ
（
男
性
）
の
み
、

他
県
の
警
察
官
を
志
望
す
る

人
も
同
時
に
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
受
験
資
格
は

志
望
す
る
都
県
に
問
い
合
わ

②5月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
5 月中 累計 累計

12 138 106 32

①5月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比5 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

0 0 0 11 0 20 12 2 17 -1 -2 3

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

来
た
れ
！
若
き
力 

正
義
の
心

警
察
官
Ｂ（
高
卒
程
度
）

を
募
集
し
ま
す

　

楽
し
い
は
ず
の
夏
場
の
レ

ジ
ャ
ー
も
、
毎
年
、
海
や
川

な
ど
の
事
故
で
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
７
・
８
月
に
は
、

３
件
で
３
人
の
水
難
事
故
が

発
生
し
、
１
人
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

■
昨
年
７
・
８
月
の
水
難
状
況

◇
場
所　

海　

３
件

◇
行
為
（
人
）

遊
泳
中　

１
▼
魚
と
り　

１

▼
そ
の
他　

１

◇
水
難
者
（
人
）

女
子
高
校
生　

１
▼
77
歳
男

性　

１
▼
81
歳
男
性　

１

◇
備
考

（
死
亡　

77
歳
男
性　

１
）

■
遊
泳
中
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
注
意
点

①
遊
泳
禁
止
の
立
て
看
板
が

あ
る
場
所
や
岩
場
、
潮
の
流

れ
の
速
い
場
所
で
は
、
絶
対

に
泳
が
な
い

②
保
護
者
は
、
水
遊
び
を
し

て
い
る
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
な
い

③
風
の
強
い
日
や
波
の
高
い

日
は
泳
が
な
い

④
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運

動
を
す
る

夏の水難事故を防止しよう
水辺で安全、楽しく過ごすために

せ
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
案
内
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
受
験
手
続
き
・
そ
の
他

青
森
県
警
察
本
部　

警
務
課

採
用
係

☎
０
１
７(

７
２
３)

４
２
１
１

（
内
線
２
６
６
４
～
２
６
６
６
）

採
用
係
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０(

３
３
７)

３
１
４

ま
た
は
県
内
各
警
察
署
へ

ラ
オ
ス
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
シ
リ

ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
カ
ラ
グ
ア
、
メ
キ
シ
コ
な

ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
健
康
観

は
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
。
で

も
、
共
通
点
を
探
っ
て
い
く

と
、
実
は
笑
顔
で
い
ら
れ
る

こ
と
で
あ
っ
た
り
、
さ
さ
や

か
で
あ
っ
て
も
幸
せ
を
感
じ

て
い
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
た
り

す
る
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
う
見
る
と
、

疾
病
が
な
い
こ
と
だ
っ
て
大

切
だ
け
ど
、そ
れ
だ
け
が「
健

康
」
で
は
な
い
し
、
そ
の
点

で
疾
病
を
相
手
に
す
る
医
学

だ
け
で
で
き
る
こ
と
っ
て
、

実
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い

ん
で
す
。
そ
れ
に
医
学
だ
っ

て
む
し
ろ
対
処
で
き
な
い
疾

病
の
方
が
多
い
ん
で
す
。
そ

し
て
、
考
え
て
み
る
と
、
疾

病
が
あ
る
か
ら
困
る
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
き
っ
と
疾
病
に
よ

っ
て
何
か
が
で
き
な
く
な
っ

た
り
そ
の
不
安
が
あ
る
か
ら

困
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
逆

に
、
衣
食
住
や
毎
日
の
生
活

「皆さん　はじめまして！」
尾駮診療所　新任矢野医師からのあいさつ

　

は
じ
め
ま
し
て
！

　

４
月
よ
り
尾
駮
診
療
所
に

赴
任
し
ま
し
た
矢
野
亮
佑（
や

の　

り
ょ
う
す
け
）
で
す
。

　
「
健
康
」。

　

い
き
な
り
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
た

時
、
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
。皆
さ
ん
に
と
っ
て「
健

康
」
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し

ょ
う
か
？
。

　

大
き
な
疾
病
が
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
り
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
む

し
ろ
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
疾
病

が
あ
っ
て
も
仕
事
が
あ
る
こ

と
、
家
族
が
い
る
こ
と
、
友

達
が
い
る
こ
と
、
は
た
ま
た

歩
け
る
こ
と
、
食
べ
ら
れ
る

こ
と
、
眠
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
は
た
だ
た
だ
純

粋
な
笑
顔
で
い
ら
れ
る
こ
と

で
あ
っ
た
り
。「
健
康
」
は

人
に
よ
っ
て
ち
ょ
っ
と
ず
つ

違
う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
健

康
観
っ
て
い
っ
た
り
し
ま

す
。
健
康
観
は
職
場
や
学

校
、
ま
た
地
域
や
国
、
宗
教

や
文
化
、
は
た
ま
た
女
か
男

か
ど
ち
ら
で
も
な
い
か
、
育

ち
盛
り
か
働
き
盛
り
か
退
職

後
か
、
身
体
の
自
由
が
ど
れ

だ
け
利
く
の
か
、
こ
の
よ
う

に
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
よ
っ

て
決
ま
っ
て
く
る
、
だ
か
ら

人
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
の
も
自

然
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

僕
は
旅
が
好
き
で
す
。

色
々
な
形
の
旅
を
し
ま
す
。

で
も
一
番
好
き
な
形
は
、
訪

れ
る
場
所
ご
と
に
地
元
の
人

た
ち
と
話
し
た
り
、
地
元
の

人
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
ち

ょ
っ
と
だ
け
で
も
し
て
み
た

り
、
地
域
社
会
が
ど
ん
な
顔

を
し
て
い
る
の
か
を
見
て
考

え
た
り
。
訪
れ
た
国
々
は
ま

だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、
韓

国
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と

疾
病
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
う
み
る
と
、そ
の
人
の「
健

康
」
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
柄

が
共
に
絡
み
合
っ
て
で
き
て

る
っ
て
、
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

僕
は
東
京
生
ま
れ
で
す

が
、
幼
少
時
か
ら
高
校
ま
で

を
海
外
で
過
ご
し
ま
し
た
。

大
学
は
東
京
で
し
た
が
、
そ

の
後
は
静
岡
県
、
そ
し
て
今

年
か
ら
六
ヶ
所
村
に
来
ま
し

た
。
青
森
県
に
は
研
修
医
の

時
に
尾
駮
診
療
所
へ
３
カ
月

ほ
ど
勉
強
に
来
た
の
が
初
め

て
で
、
改
め
て
も
っ
と
勉
強

し
た
い
と
思
い
、
働
く
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
働
く

よ
う
に
な
っ
た
自
分
が
言
う

の
も
な
ん
で
す
が
、
尾
駮
診

療
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
皆
さ
ん

と
て
も
優
秀
で
熱
心
で
、
思

い
や
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

証
拠
に
全
国
か
ら
毎

年
多
く
の
研
修
医
や

学
生
が
学
び
に
来
ま

す
。

　

検
討
会
や
勉
強
会

も
、
毎
日
や
っ
て
い

る
診
療
所
は
全
国
探

し
て
も
数
え
る
ほ
ど

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に

少
し
待
た
せ
て
し
ま
っ
た

り
、
当
直
明
け
な
ど
で
疲
れ

て
い
た
り
忙
し
か
っ
た
り
す

る
と
、
必
ず
し
も
患
者
さ
ん

か
ら
は
そ
う
感
じ
ら
れ
な
い

と
き
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
本
当
に
い
つ
も

ひ
た
む
き
に
、
時
に
は
も
し

自
分
の
家
族
だ
っ
た
ら
と
思

い
な
が
ら
、
そ
の
人
そ
の
人

の
「
健
康
」
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
日
々
患
者
さ
ん
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

僕
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る

身
で
す
が
、
村
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
考
え
学
び
、
一
歩
ず

つ
前
へ
進
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
、
そ
し
て
青
森

県
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

矢野 亮佑
尾駮診療所　医師

夏
の

交
通
安
全
県
民
運
動交

番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

カラート・アル・ホスン
（シリア）にて

ピマーイ遺跡（タイ）にて
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交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

　健康

お子さんの成長発達を楽しく手助けしませんか　　
のび ² わく²きっずくらぶを開催します

柴田 響くん

金濱 加依ちゃん 服部 珠奈ちゃん 本間 万梨花ちゃん中嶋 礼曖ちゃん 藤嶋 俐里ちゃん

上野 未歩ちゃん

PEREZ RUBIO 
NURIA ちゃん

野澤 麻妃ちゃん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー ●今月の歯ッピーエンゼルたち●
5 月 29日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

Health

「麻しん風しん予防で世界一」
石久保 翔太くん（第二中学校２年）の応募した作品が

麻しん風しん予防接種推進キャッチコピーに選ばれました

第二中学校

石久保 翔太くん

　文部科学省が応募した麻しん風しん予防接種推進
のためのキャッチコピーに、石久保翔太くん（第二
中学校、塚本ゆかり校長、生徒 50 人）の作品が選
ばれました。
　これは、キャッチコピーを中学生・高校生などか
ら募集することにより、同世代の視点に立った広報
啓発活動の展開を目的とし募集されたものです。
　石久保くんは「チームが一つになるように、日
本全体が一つになって予防してほしいと思います。
キャッチコピーを見た人にはしっかり予防接種して
ほしいです」と話していました。

■
麻
し
ん
（
は
し
か
）
や
風

し
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
約

10
～
12
日
間
を
経
て
、
熱
・

せ
き
・
鼻
水
な
ど
の
症
状
が

出
始
め
ま
す
。
数
日
す
る

と
、
首
す
じ
・
顔
か
ら
赤
い

発
疹
（
ぶ
つ
ぶ
つ
）
が
出
始

め
、
高
熱
と
な
り
発
疹
は
全

身
に
広
が
り
ま
す
。
38
～
39

℃
台
の
熱
は
１
週
間
か
ら
10

日
程
度
続
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。と
て
も
う
つ
り
や
す
く
、

免
疫
が
な
い
と
大
人
も
か
か

り
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
に
か

か
る
と
肺
炎
や
脳
炎
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
千
人

に
１
人
程
度
の
割
合
で
命
を

落
と
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
10
年
ほ
ど
し
て
か

ら「
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
」

と
い
う
重
い
脳
炎
が
10
万
人

に
１
人
の
割
合
で
発
生
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
も
、
発
熱
と
全
身

に
淡
い
発
疹
が
出
る
感
染
症

で
す
。
症
状
は
、麻
し
ん（
は

し
か
）
よ
り
軽
い
で
す
が
、

妊
婦
さ
ん
が
妊
娠
初
期
に
か

か
る
と
、
お
な
か
の
中
の
赤

ち
ゃ
ん
が
感
染
し
、
心
臓
の

病
気
に
な
っ
た
り
、
目
や
耳

に
障
害
を
生
じ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気

を「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」

と
い
い
ま
す
。

■
麻
し
ん
（
は
し
か
）
や
風

し
ん
の
予
防
は
、
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
す

　

現
在
は
、
麻
し
ん
（
は
し

か
）
と
風
し
ん
の
両
方
を
予

防
す
る
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
２
回
の
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
就
職
や
進
学
の
と
き
に
、

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

医
療
・
福
祉
や
教
育
・
保

育
関
係
な
ど
の
職
業
に
就
く

人
に
は
、
自
ら
が
感
染
源
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
麻
し
ん

（
は
し
か
）
や
風
し
ん
に
対

す
る
免
疫
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
職
業
に
就
く

た
め
に
必
要
な
実
習
へ
の
参

加
の
際
に
は
、
麻
し
ん
（
は

し
か
）
に
対
す
る
免
疫
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

合
計
２
回
の
予
防
接
種
を
済

ま
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

問
健
康
課　

健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

石久保くんのキャッチコピーが掲載されたポスターは日本全国の学校で
掲示されています

ル
ス
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
を

弱
毒
化
し
て
作
っ
た
ワ
ク
チ

ン
で
す
。

■
接
種
時
期

第
１
期　

１
～
２
歳
未
満

第
２
期　

小
学
校
入
学
前
の

１
年
間
（
５
～
７
歳
未
満
で

小
学
校
入
学
１
年
前
の
４
月

１
日
か
ら
入
学
の
年
の
３
月

31
日
ま
で
）

第
３
期　

中
学
１
年
生
の
年

齢
に
相
当
す
る
１
年
間
（
４

月
１
日
～
３
月
31
日
）

第
４
期　

高
校
３
年
生
の
年

齢
に
相
当
す
る
１
年
間
（
４

月
１
日
～
３
月
31
日
）

■
接
種
回
数

各
期
１
回
接
種

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
３

月
末
に
予
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
接
種
に
は
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
接

種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
は
も
ち
ろ
ん
、
１
回
受
け

た
こ
と
が
あ
る
人
も
接
種
し

ま
し
ょ
う
。
麻
し
ん
（
は
し

か
）、
風
し
ん
両
方
に
罹
患

し
た
人
は
接
種
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
か

　

本
年
度
よ
り
、
２
カ
月
に

１
回
程
度
、
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
で
療
育
教
室
「
の
び
²

わ
く
²
き
っ
ず
く
ら
ぶ
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

成
長
発
達
と
も
に
著
し
い

伸
び
が
期
待
さ
れ
る
幼
児
期

に
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
る

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
眠
っ
て

い
た
才
能
を
引
き
出
し
た

り
、
苦
手
な
こ
と
を
ク
リ
ア

で
き
る
よ
う
、
遊
び
と
訓
練

を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
楽
し

い
教
室
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
利
用
し
て
い
る
機

関
が
あ
る
人
は
そ
れ
に
プ
ラ

ス
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
】

 

・
言
葉
が
う
ま
く
出
て
こ
な

い
。
発
音
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い

 

・
発
達
が
気
に
な
る

 

・
落
ち
着
き
が
な
い

 

・
友
だ
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
上
手
に
と
れ
な
い

　

な
ど
、
苦
手
な
部
分
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
人
は
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

■
開
催
日

平
成
24
年
７
月
27
日
金
、
９

月
18
日
火
、
11
月
30
日
金
、

25
年
１
月
24
日
木
、
３
月
27

日
水

■
受
付
時
間

午
前
10
時
15
分
～
25
分

■
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
実
施
内
容
】

朝
の
会
（
制
作
活
動
・
個
別

相
談
）

　

午
前
10
時
30
分
～

運
動
（
発
達
を
の
ば
す
）

　

午
前
11
時
～

終
了　

午
前
11
時
30
分

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

健
康
課
ま
で
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
課　

健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

■
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
と
は
？

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
ウ
イ

一
方
だ
け
に
罹
患
し
た
人
は

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
以
降
に
本
村
に
転
入

し
た
人
で
、
予
診
票
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
健
康
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課　

健
康
相
談
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

予
防
接
種
は

子
ど
も
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
よ
う
！

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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自
宅
に
来
た
営
業
マ
ン
風
の

男
性
に
「
金
を
買
っ
て
お
く
と

い
い
で
す
よ
」
と
勧
め
ら
れ

た
。
昔
、
金
を
買
っ
た
経
験
も

あ
っ
た
し
、
と
て
も
感
じ
の
い

い
人
だ
っ
た
の
で
買
う
こ
と
に

し
た
。
業
者
に
約
５
０
０
万
円

を
渡
し
た
が
、
現
物
は
ど
こ
に

保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
と
疑
問

に
思
い
、
弟
に
相
談
し
た
。
弟

が
契
約
書
を
確
認
す
る
と
、
約

５
０
０
万
円
は
頭
金
の
よ
う
な

も
の
で
、
残
り
は
月
６
万
円
ず

つ
25
年
間
積
み
立
て
、
全
額
を

支
払
い
終
え
た
ら
現
物
を
受
け

取
れ
る
と
い
う
総
額
２
千
万
円

以
上
の
契
約
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
に
高
額
で
長
期
の
契

約
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で

解
約
を
申
し
出
る
と
、
契
約
時

の
手
数
料
約
２
０
０
万
円
を
差

し
引
い
て
返
金
す
る
と
言
わ
れ

た
。
納
得
が
い
か
な
い
。

（
80
歳
代　

女
性
）

■
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

●
電
話
や
訪
問
で
「
金
が
値
上

が
り
し
て
い
る
の
で
必
ず
も
う

か
る
」「
金
の
こ
つ
こ
つ
貯
金

は
い
い
よ
」
な
ど
と
勧
め
ら

れ
、
長
期
間
分
割
で
代
金
を
前

払
い
す
る
、
金
の
購
入
契
約
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
80
歳
代
の
人
が
25
年
か
け
て

支
払
う
と
、
金
の
現
物
を
受
け

取
れ
る
の
は
１
０
０
歳
を
超
え

て
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
25
年
の
間
に
業
者

が
倒
産
す
る
な
ど
の
リ
ス
ク
も

あ
り
、
必
ず
受
け
取
れ
る
と
い

う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
事
例
の
よ
う
に
、
後
で
長
期

の
契
約
だ
っ
た
こ
と
に
気
付

き
、
中
途
解
約
し
た
ら
高
額
な

手
数
料
を
差
し
引
か
れ
た
な
ど

と
い
う
ケ
ー
ス
も
目
立
っ
て
い

ま
す
。

●
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ

ず
、
契
約
前
に
書
面
な
ど
で
も

よ
く
確
認
し
、
そ
の
場
で
契
約

金
の
購
入
契
約
、

受
け
取
り
は
25
年
後
!?

す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
避
け

ま
し
ょ
う
。

●
困
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い

の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

青
森
県
で
も
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
「
金
杯
の
買
取
商

法
」
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。「
金
を
買
っ
て
お
く
と
い

い
で
す
よ
」「
い
ま
金
を
買
っ

て
お
く
と
お
得
で
す
」
な
ど
と

い
っ
た
う
ま
い
話
に
は
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
３
３
４
８

役
場
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　シャトルバス試験運行実行委員会（六ヶ所村・七戸町）は、東北新幹線七戸十
和田駅の利用促進と地域住民の利便性を高めるために、六ヶ所村から七戸十和田
駅間を直通で結ぶシャトルバスの試験運行を実施します。
　バスは期間中毎日４往復（うち、泊発着は１日２往復）運行し、全便が東北新
幹線七戸十和田駅の発着時間の接続を考慮した時刻となっています。
　皆さまのご利用をお待ちしています。

■運賃　七戸十和田駅まで（大人片道運賃）
 ・泊地区ふれあいセンター、六ヶ所村役場前、
　リーブ・スワニー� 1,500 円　　
 ・ＪＡゆうき青森六ヶ所支所、千歳平公民館
� 1,000 円　　
※小学生は大人運賃の半額です
※身体障がい者手帳、愛護手帳をお持ちの人は大人
運賃の半額です（運賃支払時に乗務員に提示してく
ださい）

■バス停
 ・泊地区ふれあいセンター（ふれあいセンター構内駐車場）
 ・六ヶ所村役場前（十和田観光電鉄㈱バス停留所）
 ・リーブ・スワニー（下北交通㈱【西尾駮】バス停留所）
 ・ ＪＡゆうき青森六ヶ所支所（十和田観光電鉄㈱【平沼入口】
　バス停留所）
 ・千歳平公民館（十和田観光電鉄㈱【千歳平小学校前】バス
　停留所）
 ・七戸十和田駅（七戸十和田駅北口ロータリー）

■運行期間　平成 24 年７月 13 日金 ～ 25 年１月 13 日日の毎日運行

■留意事項
※バスは天候・道路状況などにより遅延する場合があり
ます。また新幹線との接続を保証するものではありませ
んので、あらかじめご了承ください
※バス運賃は降車時にお支払いください。高額紙幣（１万
円、５千円、２千円）は両替できかねますので事前に準
備してください
※六ヶ所村内だけの利用はできませんので注意してくだ
さい

問シャトルバスに関すること
　六ヶ所村役場　企画調整課
　☎ 0175（72）2111（内線 352）
問バスの運行に関すること
　十和田観光電鉄㈱運輸事業部乗合課
　☎ 0176（23）6103

バス停 時　刻

泊地区ふれあいセンター ― 8：50 12：50 ―

六ヶ所村役場前 6：10 9：10 13：10 17：10

リーブ・スワニー 6：15 9：15 13：15 17：15

ＪＡゆうき青森六ヶ所支所 6：35 9：35 13：35 17：35

千歳平公民館 6：45 9：45 13：45 17：45

↓ ↓ ↓ ↓

七戸十和田駅（北口） 7：25 10：25 14：25 18：25

東京行き新幹線
（七戸十和田駅発時刻）

はやて
16 号

はやて
22 号

はやて
30 号

はやて
40 号

7：47 10：43 14：43 18：43

東京発新幹線
（七戸十和田駅着時刻）

はやて
15 号

はやて
23 号

はやて
31 号

はやて
35 号

10：54 14：17 18：17 20：17

■運行時刻
○六ヶ所→　七戸十和田駅　　　　　　　　　　　　　　○七戸十和田駅→　六ヶ所

1出 が け に 声 か け、 作 業 中 も 連 絡
　（本年５月に１件、誰にも知られず倉庫で落下死する事故がありました）

2公 道 で は 機 械 後 部 に 反 射 板
　（夕方は走行する農業機械が見えにくい、５月に１件、公道で追突され
　水稲ロータリーが全損する事故がありました）

3 ” 故 障 発 生 ！ ”　 ま ず エ ン ジ ン を 切 る
　（巻き込まれる事故を防止しましょう）

問農林水産課　☎ 0175（72）2111（内線 325 ～ 328）
　上北地域県民局地域農林水産部　農業普及振興室三沢分室　☎ 0176（53）2498

　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

こんな訪問販売に注意しましょう

農作業安全のワンポイントアドバイス
あなたの安全のため、気を付けましょう

六ヶ所村～七戸十和田駅間
　シャトルバスの試験運行を実施します

故障
発生

バス停 時　刻

七戸十和田駅（北口） 11：05 14：35 18：35 20：35

↓ ↓ ↓ ↓

千歳平公民館 11：45 15：15 19：15 21：15

ＪＡゆうき青森六ヶ所支所 11：55 15：25 19：25 21：25

リーブ・スワニー 12：15 15：45 19：45 21：45

六ヶ所村役場前 12：20 15：50 19：50 21：50

泊地区ふれあいセンター 12：40 16：10 ― ―
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今
夏
の
東
北
電
力
管
内
の
電

力
需
給
に
つ
い
て
は
、
供
給
力

が
最
大
電
力
需
要
を
若
干
上
回

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
火
力
発
電
所
が
予

期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
で
停
止
し

た
場
合
な
ど
に
は
、
供
給
力
が

不
足
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
昨
年
、
東
北
地
域

へ
電
力
融
通
を
行
っ
て
い
た
北

海
道
や
東
京
地
域
に
お
い
て
も

電
力
需
給
に
余
裕
が
な
い
こ
と

か
ら
、
必
ず
し
も
万
全
と
は
い

え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
夏
に

つ
い
て
も
大
変
な
ご
不
便
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
生

活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可

能
な
限
り
の
節
電
に
ご
理
解
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
北
電
力
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tohoku-
epco.co.jp/

）
に
、
よ
り
具
体

的
な
節
電
例
や
、
ご
家
庭
で
の

節
電
目
標
の
設
定
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

家庭でできる
こんな節電

OFF!

室温を 28℃に設定する
▼すだれなどで窓からの
日差しを和らげる▼無理
のない範囲で扇風機を使
用する▼フィルターを定
期的に清掃する

エアコン

省エネモードに設定し、
必要時以外は主電源を切
る

テレビ

冷却レベルを「中」にし、
扉の開閉を最小限にする

冷蔵庫

早朝に１日分まとめて炊
いて、冷蔵庫や冷凍庫に
保存する

炊飯器

容量の 80％を目安に、ま
とめ洗いをする

洗濯機

不必要な照明を消灯する

照明

リ モ コ ン の 電 源 で は な
く、主電源を切る▼長時
間使用しない場合はプラ
グから抜く

待機電力

問
東
北
電
力
株
式
会
社

　

三
沢
営
業
所

☎
０
１
７
６
（
５
７
）
０
９
８
０

　商工会は、例年好評の「ふるさと商品券」を今年
も販売します。
　今年も例年同様、１セット１万円で１万２千円の
商品券が購入できる 20％のプレミアムが付いたと
てもお得な商品券です。
　商品券を使用できるお店は、小売業、サービス業
など村内の約 100 店舗。店舗一覧表は新聞折り込
みのチラシ裏面に掲載されます。また、店舗にはポ
スターなどが掲示されますので目印にしてくださ
い。
　購入できる人は、①六ヶ所村に住んでいる人（年
齢制限なし）②本人が直接購入の２つの条件を満た
す人で、一人２セットまでとなります。
　また、今年は特典として「お買いものスタンプラ
リー」を行いますので併せてご利用ください。
　なお、販売数は３千セットと限りがあり、完売次
第終了となります。
　お買い求めはお早めに。

■販売日時・場所
８月３日金
　①村商工会　　　　午前８時～午後７時
　②泊イベント広場　午前８時～正午
　③平沼集会所　　　午前８時～正午
　④千歳平公民館　　午前８時～正午
８月４日土
　①村商工会　　　　午前８時～正午
　②泊イベント広場　午前８時～正午
　③平沼集会所　　　午前８時～正午
　④千歳平公民館　　午前８時～正午
８月６日月以降
　村商工会　　　　　午前９時～午後５時

※８月５日日は販売しません

問六ヶ所村商工会
☎ 0175（72）2331
ＦＡＸ0175（72）2513

ふ る さ と
商 品 券

　防災告知端末は、村からのお知らせや防
災情報を受け取るほか、テレビ電話で通話
できる機能があります。
　ご家庭にある防災告知端末をもう一度確
認してください。

各家庭にある防災告知端末

ご家庭の防災告知端末、ご確認ください

プレミアム付き「ふるさと商品券」を発売します

■防災告知端末の電源を切らないで
　防災告知端末の電源を切っている家庭が、少なから
ず見受けられます。電源を切った状態では、災害時の
緊急放送や村からの大切なお知らせが受信できませ
ん。
　電気料金は、電源を常時入れている場合は月額 200
円程度（メーカー試算）になりますが、必要性をご理
解いただき、常時電源を入れておいてくださいますよ
うお願いします。
問情報政策課
☎ 0175（72）2111　（内線 152 ～ 155）

■防災告知端末についての問い合わせはこちらへ
　防災告知端末の新設・移設・撤去工事は、申し込ん
でから対応するまで７～ 10 日間かかります。工事の
予定がある人は、早めに申し込んでください。

①防災告知端末の新設・移設各種問い合わせ先
問六ヶ所村サポートセンター　☎ 0120（357）727
　（受付時間：平日の午前９時～午後５時）
②テレビが映らない、受信状況が悪い、防災告知端末
　の故障などの連絡先
問六ヶ所村故障受付　☎ 0120（357）252
　（毎日　午前７時～午後 11 時）

○参考資料：平成 24 年５月経済産業省「夏季の節電メニュー（ご家庭の皆さま）」

　

東
北
電
力
か
ら
皆
さ
ま
へ

　
　
　

節
電
の
お
願
い
で
す
。

　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

夏の昼間（14 時頃）の電気機器の使用例
（在宅世帯の例）
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所
村
役
場
総
務
課
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
Ｒ
ｅ
ｅ
V　

他
に
て

無
料
配
布
し
て
い
ま
す

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
４
～
２
２
６
）

㈶
六
ヶ
所
村
文
化
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

５
月
号
で
も
案
内
し
ま
し
た

が
、
六
ヶ
所
村
教
育
相
談
室
で

は
以
下
の
内
容
で
教
育
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
要
望
に
応
じ

て
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間
帯

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

土
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
２
時

（
毎
月
第
３
土
曜
日
だ
け
開
設
）

※
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
時
間

外
も
対
応
で
き
ま
す

■
対
象
と
す
る
相
談
内
容

①
不
登
校
傾
向
な
ど
の
学
校
生

活
に
適
応
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て

②
発
達
障
害
な
ど
に
関
す
る
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て

③
子
育
て
に
関
す
る
一
般
的
な

悩
み
に
つ
い
て

■
相
談
受
付
電
話

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
役
場
代
表
電
話
）

（
内
線
５
２
０
・
５
２
１
）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

泊川原地区飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事
設計業務委託

ＭＫＡ設計業務共同
企業体 373 万 8000 円

（仮称）総合医療福祉施設植栽工事 葛西産業㈱ 735 万円

（仮称）総合医療福祉施設整備事業造成工事 附田建設㈱ 1 億 2915 万円

（仮称）総合医療福祉施設整備事業造成工事
施工監理業務委託 ㈱みちのく計画 170 万 1000 円

旧処分場環境整備工事 ㈲佐藤工務店 3612 万円

千歳平ゲートボール場フェンス設置等工事 ㈲滝口商事 139 万 620 円

大石総合運動公園プール設備改修工事 エムアイテック㈱ 173 万 5650 円

平沼熊野近隣公園２号線配水管布設工事 エムアイテック㈱ 446 万 2500 円

南部処理区管渠第 80 号工事 ㈱東部環境建設 2110 万 5000 円

旧処分場環境整備工事施工監理業務委託 ㈱出雲 131 万 2500 円

庁舎等消防設備保守点検業務委託 ㈱六幸防災 26 万 7750 円

庁舎定期清掃業務委託 ㈲北東ビル管理 361 万 3134 円

庁舎前環境維持管理業務委託 葛西産業㈱ 441 万円

市柳総合公園植栽等業務委託 ㈲十文字林業 307 万 6500 円

無機凝集剤購入 奥羽特装販売㈱ 100 円（税抜）
＊単価契約

高分子凝集剤購入 東新化学㈱ 620 円（税抜）
＊単価契約

固形塩素剤購入 東北化学薬品㈱
むつ小川原営業所

310 円（税抜）
＊単価契約

小中学校情報セキュリティ対策ソフトおよび
対応ＵＳＢメモリ導入 ㈱佐々木商店 111 万 3000 円

教育用パソコン購入 ㈲ナスコ 294 万円

海抜表示板購入 ㈱佐々木商店 126 万円

入札結果（4・5 月分）をお知らせします

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

　

役
場
税
務
課
で
は
、
日
頃
仕

事
で
来
庁
で
き
な
い
村
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
次
の
日
程
で
夜

間
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
証
の

交
付
に
係
る
相
談
も
併
せ
て
行

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
程　

７
月
９
日
月
か
ら

11
日
水
ま
で
（
３
日
間
）

■
実
施
時
間

午
後
５
時
～
午
後
８
時

■
場
所　

役
場
分
庁
舎
１
階　

税
務
課　

徴
収
対
策
室
内

問
税
務
課　

徴
収
対
策
室

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
人
に
は
、
被
害
の
状

況
に
応
じ
た
県
税
の
減
免
制
度

や
徴
収
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

◎
被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未
満
）

納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受

け
ず
に
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
免
除
な
ど
の

受
け
付
け
は
７
月
１
日
か
ら
開

始
さ
れ
、
24
年
７
月
か
ら
25
年
６

月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て

審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原

則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
24
年
７
月
に
申
請

す
る
場
合
は
、
23
年
７
月
か
ら

24
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
（
前

１
年
間
分
）
に
つ
い
て
も
申
請

で
き
ま
す
。
７
月
に
前
１
年
間

分
の
免
除
な
ど
も
申
請
す
る
場

合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
27
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

屋
な
ど
を
取
得
し
た
場
合
の
不

動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅
失

し
、ま
た
は
損
壊
し
た
家
屋（
被

災
家
屋
）
の
所
有
者
な
ど
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
（
代
替
家

屋
）
を
平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
し
た
場
合
、ま
た
は
、

被
災
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
す

る
土
地
（
従
前
の
土
地
）
の
所

有
者
な
ど
が
、
そ
れ
に
代
わ
る

代
替
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
す

る
土
地
（
代
替
土
地
）
を
33
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場

合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
不
動
産
取

得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
被
災
し
た
自
動
車
の
代
替
自

動
車
に
係
る
自
動
車
取
得
税
・

自
動
車
税
の
非
課
税

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
滅

失
・
損
壊
し
た
自
動
車
の
所
有

者
が
、
そ
の
自
動
車
に
代
わ
る

自
動
車
（
代
替
自
動
車
）
を
23

年
３
月
11
日
か
ら
26
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
場
合

に
は
、
自
動
車
取
得
税
お
よ
び

23
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
各

年
度
分
の
自
動
車
税
が
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
自
動
車
取
得

税
・
自
動
車
税
を
納
付
し
た
人

に
つ
い
て
も
、
非
課
税
の
申
請

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
付
し

た
自
動
車
取
得
税
・
自
動
車
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
上
北
地
域
県
民

局
県
税
部
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

十
和
田
市
西
十
二
番
町
20
―
12

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎
１
階

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
２
４
１

【
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
ま
す
】

■
訴
求
期
限　

25
年
３
月
31
日

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地

な
ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は

戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
人
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は

除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら

の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管

理
室　

業
務
担
当

〒
１
０
０
―
８
９
２
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
２
―

１
―
２

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
８
２

（
直
通
）

FAX
０
３
（
５
２
５
３
）
５
１
９
０

　
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
野
辺
地

地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
に
よ

る
「
第
42
回
野
辺
地
地
区
交
通

安
全
六
ヶ
所
大
会
」
を
六
ヶ
所

村
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ

ー
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
青
森
県
警
察
音

楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

７
月
20
日
金

午
後
１
時
30
分
開
会

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

青
森
県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

■
開
演
時
間　

午
後
２
時
30
分

（
午
後
２
時
開
場
予
定
）

■
チ
ケ
ッ
ト　

入
場
無
料

（
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
で
す
）

＊
整
理
券
は
、
ス
ワ
ニ
ー
、
六
ヶ

農業委員会だより

　走行中に席を離れると、転倒な
ど思わぬけがをする場合がありま
す。降りるときは、バスが停留所
に着いて扉が開いてから席を立ち
ましょう。
　また、バスは安全運転に徹して
おりますが、やむを得ず急ブレー
キを掛ける場合があります。満席
のため、立ったまま利用する場合
には、つり革や握り棒にしっかり
つかまってください。

　バスの車内事故防止に皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。

東北運輸局青森運輸支局・ 
㈳青森県バス協会

バスの車内事故防止
についてのお願い

　５月の農業委員会総会が５月
22 日、役場分庁舎３階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■報告第５号　農地の転用事実
に関する照会について
	 ３件　976㎡
■議案第 13 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

４件　17,740.65㎡
■議案第 14 号　農地利用集積

計画（案）について　　　　　
　１件　4,902㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧ができま

す。なお、農地法第 3 条許可申請に

ついての記載例などは役場農林水産課

窓口にあります。

　次回の総会は、7 月 19 日木に開

催予定です。

問農林水産課　佐々木
☎ 0175(72)2111（内線 327）
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国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

夜
間
納
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
人
へ

県
税
の
減
免
や
徴
収
の

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
・
旧
陸
海
軍
従

事
看
護
婦
の
皆
さ
ま
へ

「
第
42
回
野
辺
地
地
区
交

通
安
全
六
ヶ
所
大
会
」

を
開
催
し
ま
す

教
育
相
談
室
か
ら

教
育
相
談
受
付
の

ご
案
内
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六ヶ所村の人口
（5 月 31 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,899 － 13
女 5,196 － 1
計 11,095 － 14

世帯数 4,583 － 3

諏
すわない

訪内　拳
げん

（光）　　泊

佐
さとう

藤かのん（忠幸）千歳平

木
きむら

村　悠
はるき

生（雅勝）尾駮レイクタウン

種
たねいち

市　空
たかと

翔（義宏）千歳平

中
なかむら

村　颯
そうた

汰（直人）中志

原
はら

　　昂
こうへい

平（彬博）尾駮レイクタウン

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
橋本　高直　　64 才（尾駮）

平濱　リサ　　89 才（泊）

木村　綱吉　　90 才（老部川）

三浦キクヨ　　91 才（泊）

木村　政儀　　70 才（倉内）

髙橋　政悦　　71 才（尾駮）

小笠原富三郎　84 才（泊）

水戸　剛　　　72 才（泊）

中村　芳也　　81 才（泊）

5 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
＊は２月届け出分です
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

ご結婚おめでとう
下田　正典　（出戸）

竹谷　牧子　（青森市）

福山　道幸　（新郷村）

小泉　咲子　（千歳平）

髙村　友明　（倉内）

山中裕美子　（弘前市）

■
主
催　

六
ヶ
所
村
・
㈶
六
ヶ

所
村
文
化
振
興
公
社
・
青
森
県
・

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
六
ヶ
所
村
文
化
振
興
公
社

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

環
境
科
学
技
術
研
究
所
で

は
、
普
段
あ
ま
り
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
な
い
研
究
施
設

を
一
般
に
公
開
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
講
演
会
や
お
子
さ
ま
で
も

楽
し
め
る
科
学
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

（
予
約
不
要
、
無
料
）。

■
開
催
日　

７
月
29
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
入
場　

午
後
３
時
ま
で
）

■
場
所　

環
境
研
本
所
（
Ｒ
ｅ

ｅ
Ｖ
向
か
い
）
と
先
端
分
子
生

物
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
鷹
架
）

■
内
容　

講
演
：
低
線
量
放
射

線
の
子
ど
も
へ
の
影
響
（
午
後

１
時
か
ら
１
時
間
）

①
身
の
回
り
の
水
を
は
か
っ
て

み
よ
う

②
食
べ
物
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り

出
し
て
み
よ
う

③
光
る
物
質
を
観
察
し
て
み
よ
う

問
環
境
科
学
技
術
研
究
所

企
画
・
広
報
課

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
２
４
０

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構
む
つ
研
究
所
で
は
、
次

の
と
お
り
施
設
の
一
般
公
開
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
29
日
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
受
付　

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

独
立
行
政
法
人
海
洋

研
究
開
発
機
構　

む
つ
研
究
所

（
住
所
：
青
森
県
む
つ
市
大
字

関
根
字
北
関
根
６
９
０
番
地
）

■
入
場
料
　
無
料

■
内
容

①
研
究
紹
介
、
施
設
の
紹
介
～

電
子
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
よ

う
！
～
②
楽
し
い
実
験
教
室
③

ト
ラ
イ
ト
ン
ブ
イ
・
ア
ル
ゴ
フ

ロ
ー
ト
実
機
展
示
と
楽
し
い
ゲ

ー
ム
④
東
日
本
大
震
災
～
海
洋

研
究
開
発
機
構
の
貢
献
～
⑤
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
⑥
映
画
上
映

「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
」
⑦
ハ
ガ
キ

に
か
こ
う　

海
洋
の
夢
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
展
示
⑧
記
念
撮

影
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ォ
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
⑨
青
森
県
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
協

力
の
紹
介
⑩
う
み
の
工
作
教
室

～
沖
縄
の
サ
ン
ゴ
で
風
鈴
を
作

ろ
う
！
＆
サ
ン
ド
ア
ー
ト
～
⑪

水
中
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
を

操
縦
し
よ
う
⑫
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
グ
ッ
ズ
販
売

■
そ
の
他

①
当
日
は「
む
つ
科
学
技
術
館
」

へ
無
料
で
入
館
で
き
ま
す

②
む
つ
市
内
か
ら
、
無
料
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

※
詳
し
く
は
７
月
23
日
の
新
聞

折
り
込
み
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:w
w

w
.jam

stec.go.jp/
m

utsu/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開

発
機
構　

む
つ
研
究
所

☎
０
１
７
５
（
25
）
３
８
１
１

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国

民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
い
う

国
民
運
動
で
す
。

　

犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
に

は
、
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
周
り
の
人
の
応
援
や

地
域
の
中
に
「
居
場
所
」
が
あ

る
こ
と
が
大
き
な
後
押
し
に
な

り
ま
す
。
立
ち
直
ろ
う
と
す
る

人
を
受
け
入
れ
、
支
え
る
方
法

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

何
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考

え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

＊
更
生
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（http://w
w

w
.kouseihogo-

net.jp/

）

問
野
辺
地
地
区
保
護
司
会　

六
ヶ
所
支
部

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
２
）

＊

７
月
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
強
化

月
間
で
す

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
周
辺
の
皆
さ
ま
と
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
基
地
の
一

部
を
開
放
し
て
「
夏
休
み
ち
び

っ
子
ヤ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。（
天
候
に
よ
り
一
部
変

更
ま
た
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

■
日
時

①
開
催
日　

８
月
７
日
火

午
前
、
午
後
各
２
時
間

②
基
地
正
門
前　

集
合
時
間

午
前
の
部　

午
前
８
時
45
分

　
　

出
発　

午
前
９
時

午
後
の
部　

午
後
０
時
45
分

　
　

出
発　

午
後
１
時

■
場
所　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
（
受
け
付
け
は
正
門
右
側
駐

車
場
で
行
い
ま
す
）

■
対
象
者

基
地
周
辺
市
町
村
の
園
児
（
４

歳
以
上
）
で
、
中
学
生
以
下 

＊
た
だ
し
、
小
学
３
年
生
以
下

に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
が
必

要
で
す

■
内
容

①
航
空
機
や
大
型
車
両
な
ど
の

見
学

②
北
空
音
楽
隊
の
ミ
ニ
演
奏
会

③
各
種
ゲ
ー
ム

■
応
募
方
法　

電
話
に
よ
る
申

し
込
み

※
応
募
に
つ
い
て
は
平
日
に
お

願
い
し
ま
す
（
先
着
順
で
午
前
・

午
後
各
１
５
０
人
に
達
し
た
時

点
で
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
先

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
第
３
航

空
団
監
理
部
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

❶
売
払
物
件
の
表
示
（
旧
医
師

住
宅
跡
地
）

①
物
件
１

■
所
在
地
番　

野
辺
地
町
二
本

木
向
前
田
25
番
10

■
地
目
（
現
況
）・
面
積

田
（
宅
地
）・
５
２
１
㎡

■
用
途
（
容
／
建
）

１
住
宅
（
２
０
０
／
60
）

②
物
件
２

■
所
在
地
番　

野
辺
地
町
字
赤

坂
10
番
14

■
地
目
（
現
況
）・
面
積
（
㎡
）

宅
地　

３
３
３
・
73
㎡

居
地　

１
１
３
㎡

車
庫
・
物
置　

34
・
71
㎡

■
用
途
（
容
／
建
）

１
住
宅
（
２
０
０
／
60
）

■
説
明
会
日
時
・
場
所

７
月
20
日
金　

午
後
１
時
30
分
～

公
立
野
辺
地
病
院
中
央
棟
５
階

会
議
室

■
入
札
日
時
・
場
所

７
月
27
日
金　

午
後
１
時
30
分
～

公
立
野
辺
地
病
院
中
央
棟
５
階

会
議
室

❷
売
り
払
い
方
法

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約

の
相
手
方
を
決
定
す
る
方
法
を

と
っ
て
い
ま
す
。

※
①
の
物
件
に
つ
い
て
は
分
筆

で
の
売
却
も
可
能
で
す
が
、
全

筆
購
入
が
優
先
と
な
り
ま
す

　

そ
の
他
、
質
問
な
ど
は
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

公
立
野
辺
地
病
院
用
度
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
１
・
５
１
２
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

◎
15
歳
以
上
の
人
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

◎
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

が
あ
る
人
な
ら
、
入
学
試
験
は

な
く
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て

１
２
４
単
位
を
修
得
し
、
卒
業

す
る
と
学
士
（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

◎
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
人
に
は
「
放
送
大
学
エ

キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
出
願
期
間

　

８
月
31
日
金
必
着

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
左
記
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ouj.ac.jp

）
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
２
（
38
）
０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
１
７
８
（
70
）
１
６
６
３

　

火
お
こ
し
道
具
を
使
っ
て
火

を
お
こ
す
、
弓
矢
を
作
る
な
ど

縄
文
体
験
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時　

８
月
２
日
木

　

午
前
９
時
～

■
集
合
場
所　

郷
土
館

■
対
象　

村
内
小
学
校
４
～
６

年
生

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
締
切
日　

７
月
24
日
火

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
先

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

■
日
時　

９
月
22
日
土　

　

開
場　

午
後
２
時

　

開
演　

午
後
２
時
30
分

■
会
場　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
入
場
料

２
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

全
指
定
席

※
宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特
別

料
金
で
す

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

６
月
下

旬
よ
り
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

一
斉
発
売

宝
く
じ
文
化
公
演

倍
賞
千
恵
子
コ
ン
サ
ー

ト
Ⅲ

組
合
有
地
を
売
却
し
ま
す

環
境
科
学
技
術
研
究
所

研
究
施
設
を
一
般
公
開
し
ま
す

海
洋
研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所

研
究
施
設
を
一
般
公
開
し
ま
す

郷
土
館　

体
験
学
習

講
座
参
加
者
募
集

Information Square
夏
休
み 

ち
び
っ
子
ヤ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す

放
送
大
学
か
ら

10
月
生
募
集
し
ま
す
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日

2 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
のび ²わく ²きっずくらぶ 受付 10:15 ～ 10:25 保健相談センター
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

3 火
７カ月児健診 受付９:45 ～ 10:00 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

4 水
スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー
パッチワーク講座 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

5 木
１歳児健診 受付 9:45 ～ 10:00 保健相談センター
４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

6 金
カンガルー教室 受付９:30 ～ 11:30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

7 土
8 日
9 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

10 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 10：30 ～ 10：45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

11 水
森のくまさんおはなし会 <3 歳～ 6 歳向け > 14：40 ～ 図 書 館
乳幼児相談 受付 9:45 ～ 10:00 保健相談センター
２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

12 木 森のくまさんおはなし会 <0 歳～ 3 歳向け > 10：30 ～ 図 書 館

13 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
スクラップブッキング講座 13：00 ～ 15：00 中 央 公 民 館

14 土
15 日
16 月
17 火 スワニー・郷土館・図書館休館日

18 水
スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー
パッチワーク講座 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

19 木

20 金
カンガルー教室 受付９:30 ～ 11:30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

21 土
22 日
23 月 スワニー・郷土館・図書館休館日
24 火
25 水

26 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金
28 土
29 日

30 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
婦人健診

（子宮がん検診・乳がん・骨密度検査） 受付 11:15 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

31 火 婦人健診
（子宮がん検診・乳がん・骨密度検査） 受付 11:15 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

 村のスケジュール７月

だんだん暖かくなってきたこの頃。運動会や体育祭、田植えなど活気あるイベントが増えてきました。平沼小の田植え取材ではカメラ
片手にはだしで憧れの田んぼへ。自然に触れるのはとても楽しいです。その後いただいたニンニク入り豚汁、すごくおいしかったです。
○春から広報の仕事に携わって３カ月が経とうとしています。頭がパンクしそうな日もありますが、色んな事の見方が今までと変わっ
てきたような気がします。触れ合う人たちの考え方や思いに触発され、もっともっと成長したい！と思います。（能登）
●六ヶ所高校の体育祭を取材してきました。あいにくヤマセの寒さが気になる天候でしたが、白熱した生徒たちにはなんのその。今年
は新種目が増え、趣向を凝らした競技は生徒たちのアイディアからできたものだそうです。どの競技にも全力で向かい、笑いが絶えな
くて知らない間に若い子たちから元気をもらっていました。保護者の観覧が去年より増えたようで、これもＴＶの影響でしょうか？保
護者の方々はもちろん、地域住民のみなさんも、本当に楽しい体育祭だったので来られなかった人は来年ぜひ見に来てほしいです。（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　同じ素材でも、仕立て方次第で、ごちそう、
つまみ、常備菜…と、七変化。渡辺有子、飛
田和緒、カノウユミコなど料理のプロ７人が、
七者七様につくったサラダのレシピを紹介し
ます。

わたしのとっておき
サラダ

渡辺有子著　飛田和緒著

　人間はどのようにして原子力を手に入れた
のか。安全神話はなぜ崩れたのか。そして事
故後の原発はどうなるのか。原子力にまつわ
る知識を、歴史を追いながら、高校生にも理
解できるよう口語文で説明する。

高校生からわかる
原子力

池上彰著

　とげとげ、しましま、つるんつるん…。ア
ゲハからオオムラサキまで、18 種のイモムシ
たちが、いろんな姿でずら〜り登場。脱皮し
てチョウやガになるまでや、卵の様子も紹介
する。

ずらーりイモムシ
ならべてみると…

安田守写真　高岡昌江文

　【日本絵本賞（第 17 回）】きゅうりと間違
えられたへちまのへーたろーは、「やせてる
せいかも」と考え、ファイトを燃やして毎日
毎日もりもり太るが、またしてもきゅうりと
間違えられる。そこで、へーたろーは…。

へちまのへーたろー

スドウピウ絵

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、７月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　７月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予定）、
ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が取
材・編集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　19th は①商工会青年部・女性部が尾駮沼の湖畔を
清掃活動（６月９日収録）、②「日立リヴァーレ」の
選手が小・中学生へバレーボールを指導（６月９日
収録）、③デーリー東北新聞社旗争奪第 13 回県南 50
歳野球大会（６月 16 日収録）、④尾駮小３年生が校
外学習～鷹架沼探険～（６月 19 日収録）を放送しま
す。
　20th は①六高生が総合的な学習時間で村内企業を
研究（６月 19 日収録）、②村内の保育・幼稚園児が
人形劇を観賞（６月 27 日収録）、③村内の小・中学
生が英語漬けの日々を過ごす（English Camp）（６月
30 日収録）、④泊小５・６年生が原子力防災研究プ
ラザ見学（７月２日収録予定）などを予定しています。

❸写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りしま
す。あなたの笑顔が映るかも！
　①泊小５年生がサケの稚魚を放流（４月 13 日収
録）、②千歳平小・千歳中が合同ごみ拾い（５月２日
収録）、③泊小児童が泊海岸でごみ拾い（５月９日収
録）などを放送します。

❹ア・ラ・カルト BOX
　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送しま
す。
　①ふるさとの風景～春・夏～
　② 2011 たのしむべ！フェスティバル
　③六人〈ろくびと〉（第１回：古川健治村長）
　④ろっかしょ味めぐり～春の山菜～
　⑤第 45 回六ヶ所村民体育大会

❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
　江戸時代の旅行家菅江真澄が詠んだ歌と、六ヶ所
村の情景。平成 6 年度制作。

❻青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。  

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①ふるさとの風景～春・夏～

7 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　⑤第 45 回六ヶ所村民体育大会
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

8 時
05 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
35 ロックＴＶからのお知らせ

青森県環境放射線モニタリング❻9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア･ラ･カルトBOX❹　④ろっかしょ味めぐり～春の山菜～

11 時
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

13 時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア･ラ･カルトBOX ❹　②2011たのしむべ！フェスティバル

14 時
15 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

15 時
00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
30 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

16時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　③六人〈ろくびと〉

17 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　⑤第 45 回六ヶ所村民体育大会
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

18 時
05 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
35

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻
19 時 00

20 時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　⑤第 45 回六ヶ所村民体育大会
50 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

22 時
05 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
35 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

23 時

00 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明
写真で巡るろっかしょ❸

30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報ろっかしょ７月❶、テレビ電話の操作説明

写真で巡るろっかしょ❸
０時
I

６時

15
ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

地上デジタル 11ch「ロック TV」

７月の番組表

＊スリムリラックスヨガ教室の問い合わせは健康課へ（☎ 0175（72）2794）



太平洋から吹き付ける冷たく湿った風が、
この地にヤマセ霧を生む。
短い夏の光を精いっぱい受け止めて、
たくましく生き抜く生き物がそこに居る。

伝えたい、六ヶ所の風景。
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1_ 風が流れると、木々はぼんやりとした輪郭を残して霧の中に消えていく。

刈り取られた牧草地には青草の香りが漂っている　2_ 牧草地の傍らの林に

は、ヤグルマソウ（ユキノシタ科：中央）やキバナイカリソウ（メギ科：左上）

の葉がわずかな光を受け止めている　3_ 放置された休耕田や湿地にはノリ

ウツギ（ユキノシタ科）が短い夏の光を受け、真白い花を咲かせている（写

真提供：山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


